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【要旨】
近年、中国の化粧品市場は急速に拡大しており、また、昨今の韓国の化粧品業界の躍進も顕著であることから、日本と韓国の化粧品業界は中国市場をはじめとするアジア市場で競合する関係にある。本稿では、化粧品業界のブランド戦略を研究の対象として、日本の資生堂と韓国のアモーレパシフィックの中国市場におけるブランド展開を事例として考察した。
本研究は海外進出をブランドからとらえた研究として、海外市場におけるコーポレートブランドと個別の製品ブランドによる戦略の違いから、グローバル・ブランドとローカル・ブランドの優位性とその適合性について検討した。これらの考察の結果、コーポレートブランドを軸とする戦略では、ローカル・ブランドによる現地化に適合性を有し、個別の製品ブランドを軸とする戦略ではその適合性は低いが、グローバル・ブランドによる標準化戦略においては、両戦略ともに適合性が認められた。
